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FORTRAN基 本外部 函数 につ いて

(1)整 数 化 の 函 数 、IFIX,INTに つ い て

ynclFIX(x)

=INT(ac)

:trunc(X)

瓢=§三9轟くコc)*[i劣i〕

∫・・……実 数 型 変 数 、 実 数 型 定 数

y… 一 整 数 型

と な っ て お りま す の で 、 グ ラ フ に 表 わ す と 次 の よ うに な り ま す 。

ツ=IDFIX(x)

κ …一 倍 精 度 型 実 数 、 倍 精 度 定 数

y… …・整 数 型

Y==AINT(2ゴ)

劣 ……・・実 数 型 変 数 、 実 数 型 定 数

ッ …一 ・実 数 型

も あ り ま す 。

値 の と り方 はIFIXと 同 じ で す 。

(2)AMODに つ い て

ツ ・AMOD〈ec,n)

鱗=謀7-trunc(コC/n)*n

trUitC(x)=SIGN(x)*〔lxlj



⑳……・・実数型変 数ま た は実 数型 定 数

n・・……実数型 変数 また は実数型定 数

となってお ります。

です からx、yの 関係 をグ ラフ に表 わす と次の よ うにな ります。

ツ=xmodnの 値 を次の グ ラフのように させ たい場 合 は下 のプロ グラムにす るとで きます。

ツ=xmodnの 場 合

Y=・AMOD(x,n)

IF(Y.GE.0.0)GOTO10

Y=Y十n

10



y=MOD(x,n)

⑳ 整 数型変数 、整 数型 定数

η 整数型変数 、整 数型 定数

ッ 整数型

Y=・DMOD(コ σ,n)

x倍 精 度型変 数、倍精 度型定 数

η 倍精度型変 数、倍精 度型定 数

ッ 倍精度型

もあ ります。

(3)ARSINに つ いて

or=ARSIN(x)

コC実 数型 変数 、実数型 定 数

ッ 実数型

ツ=siri-1コσ=tar「1
/丁=x・

結 果xニ0の と きy=O

iXl==1の と きY=:sign(x).π/2

1ncl>1の と き ツ=sign(x).π/2の 値 を と り、ERROR表 示 を し ま す 。

その他Y=ATAN2(x,〆 了=7)で す ので

一π/2≦y≦ π/2と な ります
。

(ATAN2に つ いてはvo1.2,No.4プ ロ グラムの項 を参照 してくだ さい)

(4)ARCOS

or=ARCOS(コ σ)

X実 数型 変 数、実数型定 数

ツ 実数型

府
ツ==Cos∫i(コC)=tan一i



結 果sc・ ・0ッ=π/2

x==1ツ=O

x=・-ly・=π

lOCI>1の と き ツ=・Oと し てFRROR表 示 を し ま す 。

そ の 他 ツ=・ATAN2(〆 了=7,x)で す の で

0蕪y≦ π と な り ま す 。

(ATAN2に つ い て はvoL2,No.4プログラム の 項 を 参 照 し て く だ さ い)
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